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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 15,252 0.4 375 4.1 364 2.7 171 51.0
21年3月期第1四半期 15,189 ― 360 ― 354 ― 113 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 8.97 ―

21年3月期第1四半期 5.94 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 46,077 28,993 62.9 1,521.34
21年3月期 47,894 29,053 60.7 1,524.42

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  28,993百万円 21年3月期  29,053百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 12.00 ― 12.00 24.00

22年3月期 ―

22年3月期 
（予想）

12.00 ― 12.00 24.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

30,920 1.3 730 △7.8 690 △11.3 210 △9.9 11.02

通期 63,900 2.4 2,320 △2.9 2,240 △5.6 700 △5.4 36.72



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．平成21年５月11日に公表いたしました連結業績予想は、第２四半期連結累計期間、通期とも本資料において修正しております。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等につい
て、及び上記１に係る業績予想の具体的修正内容は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

新規 0社 （社名 ） 除外 0社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 19,063,968株 21年3月期  19,063,968株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  5,812株 21年3月期  5,428株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 19,058,260株 21年3月期第1四半期 19,059,051株
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 当第１四半期におけるわが国経済は、世界的な金融危機の影響により景気後退が一層深刻化いたしました。さら
に、外食業界におきましては、個人消費の低迷による市場規模縮小が進む中、業界内部における競争のみならず、中
食業界のマーケット拡大等の業界を越えた競争激化に加え、食の安全・安心に対する消費者意識の一層の高まりか
ら、各企業の取り組み姿勢が厳しく問われる状況へと変化し、経営環境は厳しさを増しております。 
 このような環境の中で、当社グループは以下のような諸施策を推進し、業容の拡大と充実に積極的に取り組んでま
いりました。 
 新規出店につきましては、直営の牛めし定食店５店舗を出店いたしました。一方で、直営店２店舗につきましては
撤退いたしました。したがいまして、当第１四半期末の店舗数はＦＣ店及び一時休業店を含め、756店舗（うちＦＣ
８店舗、海外５店舗）となりました。この業態別内訳としては、牛めし定食店724店舗、鮨業態13店舗、とんかつ業
態９店舗、その他の業態10店舗（和定食の店松乃家含む）となっております。 
 新規出店を除く設備投資につきましては、17店舗の一部改装を実施した他、工場生産設備などに投資を行ってまい
りました。 
 商品販売及び販売促進策につきましては、「新生活応援キャンペーン」として、「牛めし」の値引き販売、「豚め
し」の値下げを実施いたしました。また、新メニューとして「チーズ入りハンバーグ定食」「うまトマチーズ入りハ
ンバーグ定食」「フレッシュトマトカレー」を販売いたしました。 
 これらの取り組みの結果、当第１四半期の連結ベースの業績は次のとおりとなりました。 
 まず、売上高につきましては、既存店が前年比98.1％と前年を下回ったものの、前年度以降の新規出店による売上
増加分が寄与したことにより、ほぼ前年同期並の152億52百万円となりました。 
 売上原価につきましては、原価率は前年同期の33.3％から32.7％へ改善いたしました。これは、前年度９月に実施
した売価変更の影響等によるものであります。 
 販売費及び一般管理費につきましては、売上高に対する比率が前年同期の64.3％から64.8％へ上昇いたしました。
この要因は、人件費の売上高に占める割合は、店舗におけるアルバイト・パートの平均時給低下と店舗における生産
性向上の取り組みにより、前年同期の34.5％から34.1％と改善したものの、テレビＣＭ等の販売促進策に関する経費
が増加したことにより、人件費以外の経費の売上高に占める割合が、前年同期の29.8％から30.7％と上昇したことに
よるものであります。なお、当社において重視すべき指標と認識しているＦＬコスト（売上原価と人件費の合計。
FOODとLABORに係るコスト）の売上高比は、前年同期の67.8から66.8％へと改善いたしました。 
 以上の結果、営業利益は前年同期比4.1％増の３億75百万円、経常利益は同2.7％増の３億64百万円、当期純利益は
同51.0％増の１億71百万円と、いずれも前年同期を上回りました。 
 なお、当社グループは、前述のとおり、第１四半期末の756店舗のうち牛めし定食店が724店舗を占め、そのうちの
717店舗は直営であります。そして、直営店売上の牛めし定食店事業に係る売上高は全売上高の９割以上となってお
り、この事業以外の売上高の割合が少ないため、当社グループでは事業の種類別セグメント情報を記載しておりませ
ん。 
  

 当第１四半期末における総資産は460億77百万円となり、前連結会計年度末比18億16百万円減少いたしました。こ
のうち、流動資産は90億44百万円となり、現金及び預金が12億49百万円減少したこと等によって、前連結会計年度末
比15億63百万円減少いたしました。また、固定資産は370億32百万円となり、有形固定資産や敷金及び保証金の減少
等によって、前連結会計年度末比２億53百万円減少いたしました。 
 当第１四半期末における負債は170億83百万円となり、借入金・未払法人税・賞与引当金の減少等によって前連結
会計年度末比17億57百万円減少いたしました。 
 当第１四半期末における純資産は289億93百万円となり、配当金支払い等によって前連結会計年度末比59百万円減
少となりましたが、総資産の減少によって、自己資本比率は前連結会計年度末の60.7％から62.9％へと改善しており
ます。 
（キャッシュ・フローの状況） 
 当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ12
億39百万円減少し、当連結会計年度末には24億60百万円となりました。 
 当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

定性的情報・財務諸表等
１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報
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（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
 営業活動の結果得られた資金は５億94百万円（前年同期は５億円の支出）となりました。 
 これは「減価償却費及びその他の償却費」５億73百万円や「税金等調整前四半期純利益」３億89百万円、「未払消
費税等の増減額」２億15百万円といった資金増加要因があった一方、「法人税等の支払額」７億79百万円といった資
金減少要因があったこと等によるものであります。 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
 投資活動の結果使用した資金は５億29百万円（前年同期は５億68百万円の支出）となりました。 
 これは新規出店・既存店改装等の設備投資推進のため、「建設仮勘定の増加及び有形固定資産の取得による支出」
３億61百万円や「店舗賃借仮勘定、敷金及び保証金等の増加による支出」２億５百万円といった資金減少要因があっ
たこと等によるものであります。 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
 財務活動の結果使用した資金は13億７百万円（前年同期は11億61百万円の支出）となりました。 
 これは「長期借入金の返済による支出」10億円や「配当金の支払額」２億３百万円といった資金減少要因があった
こと等によるものであります。 

  

 当第１四半期の業績を勘案し、平成21年５月11日に公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想
を修正いたしました。 
 なお、当該予想数値の修正に関する事項は、本日（平成21年７月31日）公表の「業績予想の修正に関するお知ら
せ」をご参照ください。 
  
  

 該当事項はありません。  

  

①簡便な会計処理 
（経過勘定項目の算定方法） 
 連結財務諸表等の作成に際しては、投資者等の利害関係者の判断を大きく誤らせない範囲で、一部簡便な方
法を採用しております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 
  該当事項はありません。  

  

 該当事項はありません。  

  

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,666,548 6,915,713

受取手形及び売掛金 201,259 186,267

商品及び製品 235,121 187,553

原材料及び貯蔵品 1,861,523 2,064,842

繰延税金資産 344,640 456,932

その他 735,551 796,338

貸倒引当金 △145 △134

流動資産合計 9,044,499 10,607,513

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 10,955,265 11,129,215

機械装置及び運搬具（純額） 1,048,324 1,086,489

工具、器具及び備品（純額） 1,264,159 1,338,177

リース資産（純額） 3,696 －

土地 8,786,030 8,786,030

建設仮勘定 52,407 42,832

有形固定資産合計 22,109,884 22,382,746

無形固定資産   

ソフトウエア 152,763 170,961

のれん 41,386 47,594

その他 23,269 21,065

無形固定資産合計 217,418 239,622

投資その他の資産   

投資有価証券 29,850 29,818

敷金及び保証金 12,481,100 12,519,277

長期前払費用 509,441 516,390

店舗賃借仮勘定 214,761 79,454

繰延税金資産 551,523 585,785

投資不動産（純額） 683,434 690,118

その他 256,588 268,209

貸倒引当金 △21,045 △24,887

投資その他の資産合計 14,705,655 14,664,167

固定資産合計 37,032,958 37,286,535

資産合計 46,077,458 47,894,049
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,415,435 1,333,897

短期借入金 56,993 114,569

1年内返済予定の長期借入金 3,575,230 3,709,380

未払金 1,762,274 1,724,710

リース債務 756 －

未払法人税等 105,514 856,977

賞与引当金 406,668 785,165

役員賞与引当金 30,790 23,740

その他 765,191 461,751

流動負債合計 8,118,854 9,010,192

固定負債   

長期借入金 8,221,491 9,087,876

役員退職慰労引当金 582,100 582,100

リース債務 2,961 －

その他 158,160 160,629

固定負債合計 8,964,712 9,830,605

負債合計 17,083,567 18,840,797

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,655,932 6,655,932

資本剰余金 6,963,144 6,963,144

利益剰余金 15,401,205 15,458,901

自己株式 △11,758 △11,244

株主資本合計 29,008,524 29,066,734

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 18 －

為替換算調整勘定 △14,651 △13,482

評価・換算差額等合計 △14,632 △13,482

純資産合計 28,993,891 29,053,251

負債純資産合計 46,077,458 47,894,049
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 15,189,450 15,252,460

売上原価 5,059,745 4,985,438

売上総利益 10,129,704 10,267,021

販売費及び一般管理費 9,769,104 9,891,639

営業利益 360,600 375,382

営業外収益   

受取利息 11,154 9,918

受取配当金 13 15

受取賃貸料 58,078 58,979

その他 31,195 29,564

営業外収益合計 100,441 98,478

営業外費用   

支払利息 47,958 49,290

賃貸費用 50,539 51,914

その他 7,931 8,462

営業外費用合計 106,429 109,667

経常利益 354,612 364,193

特別利益   

固定資産売却益 118 4,187

賞与引当金戻入額 6,826 7,296

貸倒引当金戻入額 33 3,842

会員権売却益 － 3,112

立退料収入 － 22,000

特別利益合計 6,978 40,438

特別損失   

固定資産除却損 14,258 4,726

店舗閉鎖損失 11,585 10,267

減損損失 21,053 －

特別損失合計 46,896 14,994

税金等調整前四半期純利益 314,693 389,636

法人税、住民税及び事業税 78,353 72,088

法人税等調整額 123,114 146,541

法人税等合計 201,468 218,630

四半期純利益 113,225 171,006
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 314,693 389,636

減価償却費及びその他の償却費 607,652 573,888

減損損失 21,053 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △368,071 △378,496

受取利息及び受取配当金 △11,167 △9,933

支払利息 47,958 49,290

有形固定資産除売却損益（△は益） 14,139 539

店舗閉鎖損失 9,171 10,097

建設仮勘定・店舗賃借仮勘定からの振替等調整費
用

76,983 78,265

売上債権の増減額（△は増加） 10,078 △14,722

たな卸資産の増減額（△は増加） △310,951 156,376

仕入債務の増減額（△は減少） 26,073 81,215

未払消費税等の増減額（△は減少） △250,990 215,006

その他 213,674 222,943

小計 400,298 1,374,106

法人税等の支払額 △900,654 △779,172

営業活動によるキャッシュ・フロー △500,355 594,934

投資活動によるキャッシュ・フロー   

建設仮勘定の増加及び有形固定資産の取得による
支出

△513,716 △361,778

店舗賃借仮勘定、敷金及び保証金等の増加による
支出

△95,627 △205,821

店舗賃借仮勘定、敷金及び保証金等の減少による
収入

64,857 45,903

利息及び配当金の受取額 593 558

その他 △24,226 △8,840

投資活動によるキャッシュ・フロー △568,119 △529,978

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 5,266 －

短期借入金の返済による支出 － △53,437

長期借入金の返済による支出 △916,240 △1,000,535

自己株式の取得による支出 △25 △514

利息の支払額 △46,368 △49,273

配当金の支払額 △203,765 △203,822

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,161,133 △1,307,582

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,495 3,254

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,233,104 △1,239,372

現金及び現金同等物の期首残高 5,259,436 3,699,918

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,026,331 2,460,546
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 該当事項はありません。 

  

 飲食事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占める
割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の
記載を省略しております。  

  

 海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。  

  

 当社は、平成21年６月24日開催の定時株主総会において、下記の配当に関する事項を決議し、配当金の支払を
いたしました。この結果、当第１四半期連結会計期間において利益剰余金が228,702千円減少しております。 
  

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報
〔事業の種類別セグメント情報〕

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

 （決議）  株式の種類 
 配当金の総額 
（千円） 

１株当たり 
配当額（円） 

 基準日  効力発生日  配当の原資 

 平成21年６月24日 
 定時株主総会 

普通株式 228,702  12 平成21年３月31日 平成21年６月25日 利益剰余金 
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